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11 月 25 日（月）、４年生が煙ハウス体験を行いました。山手小学校では、理科の学

習と防災・減災教育を組み合わせたカリキュラムを進めています。４年生の理科の単元

「物のあたたまり方」と防災を関連付け、テント内に煙を発生させて、煙の中でどのよ

うに避難すればよいのかを実際に体験しました。 

当日は、南消防署瀬戸出張所から４名の方にも来ていただき、こどもたちは消防士さ

んたちに積極的に質問をし、たくさんのことを教えていただきました。こどもたちにと

って、防災への理解を深める大変貴重な機会となりました。 

テント内はすごい煙！前がほとんど

見えません。壁や音を頼りに移動し

ました。 

「消防士は、とても燃えにくい服を着

ています。」 

「火の中はとても怖いと思うのですが、どう

やって勇気を出しているのですか？」 

６年生と５年生の児童２人が、山手小学校の横を流

れる福川で見つけた生き物を集め、「福川水族館」を作

ってくれました。場所は、南校舎１階にあるメダカの

水槽の下です。水槽には、タナゴやハヤ、メダカなど、

全部で７種類の生き物がいます。全校放送で、「ぜひ、

７種類、見つけてみてください！」と呼びかけました。

２人の思いがたくさん詰まった、手作りの福川水族

館！山手小学校の新しい観光名所になりそうです！ 


